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総
会
は
関
副
理
事
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
議
長
に
連

合
長
野
の
有
賀 

栄
治
（
基
幹
労
連
）
代
議
員
を
選
出

し
、
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
中
山
理
事
長
よ
り
「
６
年
前
の
東
日
本
大
震

災
や
、
昨
年
の
熊
本
を
中
心
と
す
る
九
州
地
震
、
さ
ら

に
は
県
内

で
の
豪
雨
・

土
石
流
・
噴

火
・
地
震
等

の
被
災
者
に

対
す
る
思
い

を
絶
対
に
風

化
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
小
さ

な
支
援
を
積

み
重
ね
、
続

け
て
行
く
こ

と
を
確
認
し

て
い
き
た
い

と
思
う
。
改

正
組
織
犯
罪

処
罰
法
（
共

謀
罪
法
案
）
の
強
行
採
決
や
森
友
・
加
計
学
園
等
々
の

政
府
対
応
を
見
る
と
、
政
治
が
非
常
に
危
う
い
状
況

に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
る
。
働
き
方
改
革
の
名
の

も
と
に
、
経
済
が
優
先
さ
れ
る
労
働
法
制
の
改
悪
も
懸

念
さ
れ
る
。
ま
た
、
格
差
と
貧
困
の
重
圧
は
世
代
・
層

を
超
え
て
拡
大
し
て
い
る
。
今
一
度
、
す
べ
て
の
働
く

者
・
勤
労
者
が
一
致
団
結
し
て
各
種
の
労
働
者
福
祉
向

上
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

県
労
福
協
構
成
団
体
会
員
数
は
、
９
団
体
延
べ
で
70
万

人
を
超
え
て
お
り
、
そ
の
一
人
ひ
と
り
が
職
場
・
地

域
・
各
種
の
団
体
で
、

連
帯
・
共
同
で
つ
く
る

安
心
・
共
生
の
福
祉
社

会
を
め
ざ
し
、
『
福
祉

は
ひ
と
つ
』
の
考
え
で

地
域
に
福
祉
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
張
り
巡
ら
し

て
頂
く
様
お
願
い
す

る
。
」
と
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
ご
来
賓
と
し

て
、
長
野
県
知
事 

阿
部 

守
一
氏
、
長
野
労
働
局

総
務
部
長 

岡
安 

文
夫

氏
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
来
賓
退
席
の
後
、
ま
ず
は
報
告
事
項
と
し
て
、

２
０
１
６
年
度
活
動
報
告
、
連
携
・
協
同
実
務
者
会

議
報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告
が
い
ず
れ
も
報
告

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
議
事
に
移
り
、

２
０
１
７
年
度
活
動
針
（
案
）
・
予
算
（
案
）
に
つ
い

て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
活
動
方
針
で
は
、
従
来
か
ら
の

事
業
を
更
に
推
進
し
て
行
く
こ
と
を
基
本
に
、
未
組
織

勤
労
者
の
福
祉
向
上
に
向
け
、
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
強
化
と
、
組
織
強
化
の
取
り
組
み
と
し

て
、
組
織
財
政
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
理
念
や
目

標
の
明
確
化
と
組
織
体
制
、
人
材
、
財
政
な
ど
多
面
的

に
見
直
し
や
改
善
を
図
っ
て
い
く
考
え
を
確
認
し
、
予

算
と
と
も
に
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
全
体
で
確
認
し
、
髙
橋
副

理
事
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
２
０
１
７
年
度
役
員
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。

〜
県
労
福
協
第
58
回
定
時
社
員
総
会
開
催
〜

「
連
携
・
協
同
で
つ
く
る
安
心
・
共
生
の
福
祉
社
会
」の

　
　
　
　
　

 

さ
ら
な
る
具
体
化
、実
践
化
に
向
け
て

県
労
福
協
は
、６
月
19
日
長
野
市
の
メ
ル
パ
ル
ク
長
野
に
お
い
て
、第
58
回
定
時
社
員
総
会
が
開
催
さ

れ
、代
議
員
44
名
と
、ご
来
賓
、役
員
、特
別
代
議
員
、傍
聴
者
、併
せ
て
96
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

第58回定時社員総会の様子
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長
野
県
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

　
　
　
　
　
　
　
　
第
10
回
総
会
を
開
催
！

　
長
野
県
暮
ら

し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
５
月
９

日
（
火
）
長
野
市

で
第
10
回
通
常

総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
総
会
に

は
役
員
・
代
議
員
合
わ
せ
て
48
名
が
参
加
し
、

２
０
１
６
年
度
の
報
告
と
２
０
１
７
年
度
の
活

動
方
針
な
ど
を
承
認
・
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
会
の
前
段
で
「
悪
質
商
法
・
特
殊

詐
欺
の
手
口
と
対
策
」
と
題
し
、
長
野
県
北
信

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
次
長
の
菊
池
康
文
氏
を
お

迎
え
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
７
年
度
の
主
な
取
り
組
み

　
（
１
） 

会
員
拡
大
・
利
用
充
実
の
取
組
み

　
昨
年
度
、
茅
野
市
勤
労
者
互
助
会
に
加
入
い

た
だ
き
、
会
員
数
10
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
事
業
団
体
利
用
者
を
増
や
す
た
め
、

新
た
に
「
会
報
」
を
発
行
し
ま
す
。
ま
た
、
新

聞
折
込
み
等
で
、
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

加
入
者
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
や
、
各
事
業
団
体

の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

（
２
）
長
野
県
市
町
村
勤
労
者
互
助
会
・
共
済

　
　
　
会
連
絡
協
議
会
と
の
連
携

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
県
内
勤
労
者
の
福
利
共
済

活
動
の
促
進
及
び
生
活
の
安
定
と
福
祉
増
進

を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
同
様

に
、
県
内
の
中
小
企
業
勤
労
者
の
福
祉
向
上
を

目
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
、
長
野
県
市
町

村
勤
労
者
互
助
会
・
共
済
会
連
絡
協
議
会
の
各

種
会
議
に
参
加
し
、
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

（
３
）
労
働
福
祉
団
体
・
労
働
団
体
と
の
連
携

　
県
労
福
協
が
行
う
「
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
事
業
の
遂
行
と
勤
労
者
の
暮
ら
し
の

安
定
や
安
心
の
確
保
の
た
め
に
、
県
労
福
協
・

地
区
労
福
協
・
労
働
団
体
・
福
祉
事
業
団
体
と

の
連
携
を
強
化
し
、
セ
ミ
ナ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
等

を
開
催
し
ま
す
。

（
４
）
無
料
法
律
相
談
・
税
務
相
談
の
活
用

　
勤
労
者
の
暮
ら
し
に
関
す
る
様
々
な
不
安
を

解
消
す
る
た
め
、
県
労
福
協
が
実
施
し
て
い
る

無
料
法
律
相
談
・
税
務
相
談
制
度
の
利
用
促
進

を
図
り
ま
す
。

（
５
）
ろ
う
き
ん
奨
学
会

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
０
１
５
年
４
月
か
ら

「
ろ
う
き
ん
奨
学
会
」
の
事
務
を
受
託
し
、
長

野
県
労
働
金
庫
の
会
員
構
成
員
の
子
弟
で
、
大

学
院
・
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
・
高
等
学
校

等
に
在
学
し
、
学
資
の
支
払
が
困
難
と
認
め
ら

れ
る
方
に
対
し
奨
学
金
を
無
利
息
で
融
資
し
、

有
為
の
人
材

の
養
成
に
資

す
る
こ
と
を

目

的

に

活

動
し
て
い
ま

す
。

挨拶をする佐藤豊会長

通常総会の様子

 
働
く
人
す
べ
て
の

　 
　
福
祉
向
上
を
目
指
し
て
！

会
員
数

10
万
人
を

達
成
！

講演する菊池講師

会員数の紹介

団体会員一覧表：加入日順
（一財）塩尻筑南勤労者福祉サービスセンター
木曽勤労者共済会
佐久市勤労者互助会
（一財）長野市勤労者共済会
宮田村勤労者互助会
（一財）飯田勤労者共済会
飯島町勤労者互助会
小諸・北佐久勤労者互助会
大北勤労者互助会
須坂市勤労者互助会
中野市勤労者互助会
南箕輪村勤労者互助会
飯水岳北勤労者共済会
山ノ内町勤労者互助会
箕輪町勤労者互助会
小布施町勤労者互助会
駒ケ根市勤労者互助会
伊那市勤労者互助会

高山村勤労者互助会
（一財）松本市勤労者共済会
小川村勤労者互助会
飯綱勤労者互助会
信濃町勤労者互助会
筑北勤労者互助会
東御市勤労者互助会
辰野町勤労者互助会
（一財）更埴地域勤労者共済会
上田勤労者互助会
中川村勤労者互助会
安曇野市勤労者互助会
南佐久勤労者互助会
富士見町勤労者互助会
（一財）諏訪湖勤労者福祉サービスセンター
諏訪市勤労者互助会
茅野市勤労者互助会

長野県暮らしサポートセンターの会員数は、個人会員が 33,569 名、団体会
員が70,103名、合計103,672名です。なお団体会員の内訳は表の通りです。
（2017年３月末現在）
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２０１７年度長野県勤労者体育大会・県大会の日程＜予定＞

競技種目 日程 開催場所

テニス（男・女） 10月21日（土） 長野運動公園

バドミントン（男・女） 10月28日（土） ホワイトリング

バレーボール（男・女） 10月28日（土） ホワイトリング

野　　　球
11月11日（土） 県営球場・長野オリンピックスタジアム

11月12日（日） 長野オリンピックスタジアム

全労済地区協力員会が取り組んでいる標記外来種駆除活動に労福協もコラ
ボレーション参加。受付開始８時30分にはゴンドラ乗り場に長蛇の列。幼児
から高齢者まで参加者120名が参加。
10年前は外来種のお花畑。本年で12回（12年目）を迎え、継続した取り組
みの成果として自然園沿道の外来種は減少。本年は駆除範囲を変更し、レス
トラン栂の森からロープウェイ乗り場周辺の西洋タンポポやヒメジョンの外
来植物の抜き取り作業となりました。
９時30分からの開会式では、全労済長野県本部より関政人本部長も応援に駆け付け「全労済・労福協の連携

と協同で歴史ある取り組みになっている。外来種駆除は、地域を支え合う活動
であり、全労済も助け合い、支え合う生活協同組合組織として今日に至ってい
る。このような社会貢献活動を県下に広げていきたい」と挨拶。
続く小谷村松本久志村長からは「例年、多くの参加者を得、感謝している。
作業終了後は是非、水芭蕉を見て帰って頂きたい」と感謝の挨拶がありまし
た。地元ボランティア清水さんからは、外来植物の現物を紹介。
その後、3班に分かれて駆除作業を開始。雪解けが遅く、成長しきれない西

洋タンポポなど外来種を見つけるのは大変でしたが、2ｔダンプ1台分の外来植物が集まりました。
昼食交流会では白馬ケーブル労組執行委員の方々による「根曲り竹味噌
汁」が振る舞われ、２杯・３杯とお替りする参加者も。「こてされねぇー！
こりゃぁーうめぇわ！」の声が。
又、昼食会場では全労済の住まいる共済パンフレットを配布。滝沢支所長

から近年の自然災害事例を基に、自然災害に備
える保障として共済の制度説明がされました。
昼食後は自然園内をボランティアガイドさん
が案内。自然園内は、雪渓が残る乗鞍岳を背景に雪解けの間から水芭蕉が顔を
出し、あちこちでシャッター音が鳴り響いていました。
帰りは、栂池温泉（無料）で汗を流し帰途に就きました。

栂池高原外来種駆除と自然園散策120名が参加
12年目を迎える地域貢献・環境保護活動

地区労福協だより 大北地区労福協

ながの労福協 〈ライフサポートセンター〉 2017 年 7 月 10 日第 303 号（3）



長

野

県

生
協
連
は
、

6

月

8

日

（
木
）
14
時

よ
り
メ
ル
パ

ル

ク

長

野

に
て
「
第
66

回
通
常
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
冒
頭
、

中
村
誠
一
副
会
長
理
事
が
開
会
の
挨
拶
を
行

い
、
議
長
に
長
野
県
高
齢
者
生
協
の
鈴
木
友

子
代
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
上
田
均
会

長
理
事
の
主
催
者
挨
拶
後
、
御
来
賓
と
し
て

御
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
長
野
県
県
民
文

化
部
長 

青
木 

弘
様
、
長
野
県
農
業
協
同
組

合
中
央
会
総
務
企
画
部
長 

高
松
春
洋
様
、
長

野
県
消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会
会
長 

鵜
飼

照
喜
様
、
長
野
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
理
事

長 

中
山
千
弘
様
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
続
い
て
資
格
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、

代
議
員
定
数
27
名
に
対
し
実
出
席
22
名
、
書

面
出
席
5
名
に
よ
り
総
会
の
成
立
が
報
告
さ

れ
、
議
案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

第
1
号
議
案
か
ら
第
5
号
議
案
を
牛

澤
高
志
専
務
理
事
が
提
案
し
、
西
澤
弘
行

監
事
よ
り
監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
議
案
は
以
下
の
通
り
で
す
。
第
1
号

議
案
「
2
0
1
6
年
度
の
ま
と
め
、
決
算

書
及
び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件
」
、
第

2
号
議
案
「
中
期
活
動
方
針
（
2
0
1
7

～
2
0
1
9
）
決
定
の
件
」
、
第
3
号
議
案

「
2
0
1
7
年
度
活
動
方
針
及
び
、
予
算
決
定

の
件
」
、
第
4
号
議
案
「
2
0
1
7
年
度
役
員
報

酬
決
定
の
件
」
。

第
1
号
議
案
「
2
0
1
6
年
度
の
ま
と
め
」

を
深
め
、
認
識
を
共
有
す
る
た
め
に
会
員
生
協

の
取
り
組
み
と
し
て
、
長
野
県
庁
生
協
の
柳
澤

弘
二
代
議
員
、
上
伊
那
医
療
生
協
の
吉
沢
光
雄

代
議
員
及
び
コ
ー
プ
な
が
の
の
才
川
理
恵
代
議

員
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
採
決

で
は
す
べ
て
の
議
案
が
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
採
決
の
後
、
議
長
が
総
会

の
閉
会
を
宣
言
し
、
神
定
孝
典
副
会
長
理
事
が

閉
会
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
　
　

総
会
終
了
後
に
は
、
交
流
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
、
6
/
11
で
会
員
生
協
の
役
員
を
退
任
し
、

県
生
協
連
理
事
を
退
任
さ
れ
る
尾
﨑
洋
子
理
事

へ
上
田
会
長
理

事
よ
り
感
謝
状

の
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
倉

田
竜
彦
県
生
協

連
顧
問
よ
り
中

締
め
の
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
、

和
や
か
に
交
流

が
行
わ
れ
ま
し

た
。

長
野
県
労
働
金
庫
は
６
月
23

日
（
金
）
13
時
よ
り
「
ホ
テ
ル
国

際
21
」
（
長
野
市
）
に
お
い
て
、

第
68
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
総
会
に
は
代
議
員
・
来
賓
・

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
合
わ
せ
て
１
８
９

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
長
野
県
労
働

金
庫
を
代
表
し
て
髙
橋
理
事
長

が
挨
拶
し
、
今
年
創
立
65
周
年
を

迎
え
、
日
頃
か
ら
労
金
運
動
を
支

え
、
推
進
い
た
だ
い
て
い
る
会
員

の
皆
様
、
ご
利
用
い
た
だ
く
皆
様

に
対
す
る
感
謝
の
意
と
、
１
０
０

年
続
く
長
野
ろ
う
き
ん
を
目
指
し

て
安
定
し
た
事
業
運
営
を
継
続

し
、
健
全
経
営
の
徹
底
と
、
皆
様

に
信
頼
さ
れ
、
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
一
層
奮
闘
し
て
い
く
と
、

決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
勤
労
者
や
労
金
を
取
り

巻
く
環
境
が
依
然
厳
し
い
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
変
化
を
踏

ま
え
た
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
転
換
ま
た
は
深
化
さ
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
、
今
後
は
更
に
理
事
会
と
と
も
に
各
部
店

の
運
営
委
員
会
、
会
員
推
進
機
構
の
活
動
を
よ

り
活
性
化
し
、
会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
や
声
が
経

営
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
注
力
し
て
い
く
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
長
野
県
産
業
労
働

部
課
長
・
青
木
隆
様
、
長
野
県
労
働
者
福
祉
協

議
会
理
事
長
・
中
山
千
弘
様
か
ら
ご
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

議
案
は
第
１
号
議
案
か
ら
第
５
号
議
案
ま
で

が
審
議
さ
れ
、
質
疑
応
答
の
後
、
す
べ
て
の
議
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
理
事
の
改
選
期
に
あ
た
り
征
矢
専

務
理
事
を
始
め
、
３
名
の
理
事
が
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
新
た
に
常
勤
役
員
と
し
て
専
務
理
事
に
西

村
良
隆
氏
（
員
外
）
、
常
務
理
事
に
西
澤
順
一
氏

（
員
外
）
、
常
勤
理
事
に
宮
沢
彰
氏
（
員
外
）
、

理
事
に
徳
武
淳
氏
（
情
報
労
連
長
野
県
協
議

会
）
、
湯
本
憲
正
氏
（
長
野
県
職
員
労
働
組
合
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
の

最
後
は
、

髙
橋
理
事

長
に
よ
る

「
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
」

で
閉
会
と

な
り
ま
し

た
。

総会の模様

挨拶する上田均会長

挨拶をする髙橋理事長

長野県労働金庫 第68回通常総会開催

第
66
回
通
常
総
会
開
催

長
野
県

生
協
連

通常総会の様子
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長
野
県
市
町
村
勤
労
者
互
助
会
･
共
済

会
連
絡
協
議
会
は
、
２
０
１
７
年
５
月
18

日
（
木
）
松
本
市
「
松
本
合
同
庁
舎
　
会

議
室
」
に
お
い
て
、
第
29
回
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
は
各
互
助
会
・
共

済
会
、
来
賓
、
役
員
合
わ
せ
て
51
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
青
木
　
隆
会
長
（
長
野
県
産
業

労
働
部
労
働
雇
用
課
課
長
）
か
ら
挨
拶
が

あ
り
、
続
い
て
、
議
案
審
議
に
移
り
ま
し

た
。第

１
号
議
案
で
は
、
平
成
28
年
度
活

動
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報

告
の
件
に
つ
い
て
、
第
２
号
議
案
で
は
、

平
成
29
年
度
活
動
計
画
（
案
）
／
予
算

（
案
）
の
件
に
つ
い
て
、
第
３
号
議
案
で

は
、
平
成
29
年
度
役
員
承
認
（
案
）
の
件

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
て
の
議
案
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
に
お
け

る
活
動
計
画
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
は

翌
年
30
周
年
を
迎
え
る
前
年
度
に
あ
た
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
検
証
し
、
更

な
る
活
動
の
活
性
化
を
目
指
し
、
関
係
諸

団
体
と
更
な
る
連
携
を
図
り
、
進
化
・
発

展
さ
せ
る
年
度
と
位
置
付
け
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
互
助
会
連
絡
協

の
原
点
で
あ
る
「
県
内
の
中
小
企
業
に
勤

務
す
る
勤
労
者
の
福
祉
向
上
に
寄
与
す

る
」
活
動
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
共

通
の
課
題
で
あ
る
会
員
拡
大
や
今
後
の
自

立
化
等
に
向
け
た
課
題
を
吸
い
上
げ
、
支

部
会
議
や
研
修
・
学
習
会
を
開
催
す
る
中

で
共
有
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
総
会
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
研

修
会
で
は
、
佐
久
市
勤
労
者
互
助
会
よ
り
、

「
佐
久
市
勤
労
者
互
助
会
の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
」
、
筑
北

勤
労
者
互
助
会
よ
り
、「
筑
北
勤
労
者
互
助

会
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
は
向
こ
う
一
年
間
の
活
動
の
発
展

を
期
し
、
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

長
野
県
住
宅
生
協
は
、
６
月

28
日
に
長
野
ホ
テ
ル
犀
北
館
に

於
い
て
第
36
回
通
常
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
総
会
に
は
代
議

員
75
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
議
長
に
自
治
労
長

野
県
本
部
の
萩
原
克
久
氏
を
選

出
し
、
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。冒

頭
、
中
山
理
事
長
か
ら
、

ご
参
集
い
た
だ
い
た
県
当
局
並

び
に
労
働
団
体
、
福
祉
事
業
団

体
、
生
協
連
、
協
力
会
等
関
係

諸
団
体
各
位
に
対
し
て
謝
意

を
、
ま
た
６
月
25
日
に
被
災
さ

れ
た
木
曽
王
滝
地
域
の
お
見
舞

い
を
表
し
ま
し
た
。

労
働
者
の
実
生
活
は
、
実
質

賃
金
が
僅
か
し
か
上
が
っ
て
お

ら
ず
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
県
内
住

宅
業
界
に
関
し
て
、
昨
年
の
落

ち
込
み
か
ら
は
回
復
し
た
も
の

の
活
気
を
取
り
戻
す
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
住

宅
生
協
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
黒
字
経
営
を
目
指
し
、
分

譲
事
業
の
充
実
と
、
組
合
員
様

を
中
心
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
リ
フ
ォ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
事

業
の
更
な
る
周
知
活
動
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
決
意
表
明
を

し
ま
し
た
。

議
案
は
、
事
業
報
告
・
決
算
報
告
が
承

認
さ
れ
、
続
い
て
、
２
０
１
７
年
度
活
動
方

針
、
流
動
性
の
高
い
土
地
の
さ
ら
な
る
取
得

と
分
譲
、
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
推
進
等
に
つ

い
て
提
案
さ
れ
、
予
算
案
と
と
も
に
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

又
、
今
期
は
、
役
員
改
選
期
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
県
労
福
協
の
三
好
雅
彦
さ
ん
、
長

野
労
金
の
宮
沢
彰
さ
ん
の
２
名
が
監
事
と
し

て
補
充
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
新
役
員

を
含
む
新
体
制
で
、
総
会
で
承
認
さ
れ
た
事

項
に
沿
っ
て
、
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

総会の模様

長野県住宅生協 第36回通常総会開催

住宅生協第36回通常総会

第
29
回
総
会
開
催
さ
れ
る

長
野
県
市
町
村
勤
労
者
互
助
会･

共
済
会
連
絡
協
議
会
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格安スマホ会社の料金設定は比較的安価であり、消費者にとっては、自分の利用実
態に合わせより多くの契約先から選べるようになりましたが、今まで契約していた携
帯電話会社と違う点もあるという特徴を理解して利用することが重要となります。

　・問い合わせ先が電話窓口しかなく、つながりにくい。
　・修理期間中の代替機の貸し出しサービスがなく、スマートフォンが1か月以上　
　　利用できなかった。
　・メールアドレスの提供がなく、別会社のメールアドレスで送ったが、相手に届　
　　かなかった。

事例1 今までの携帯電話会社とサービスが異なることによるトラブル

　・SIMロック解除をしないと、他社のSIＭカードでスマートフォンが使えなかった。
　・インターネットで購入したスマートフォンの端末代金に未払いがあり、清算し　
　　ないと修理の受付ができないと言われた。

事例2 端末とSIＭカードを別々に購入することで発生するトラブル

また、タレント・モデル契約のトラブルも増えています。最近ではスマートフォン
等で検索して見つけたオーディションに申し込んだり、ＳＮＳに書き込まれているタ
レント事務所の募集広告を見たりして、自ら連絡を取ったことをきっかけにトラブル
に遭うケースが散見されます。契約する際は、どのような活動をするのか、費用はか
かるのかといった内容を十分に確認しましょう。

（国民生活センター）

近年、いわゆる“格安スマホ”等の携帯電話を利用する消費者が増えて
いますが、これに伴い、全国の消費生活センターには、これらの“格安
スマホ”に関するトラブルも多く寄せられています。

　　　消費者へのアドバイス
・自分の現在の利用状況を把握した上で、ホームページやパンフレット
等で格安スマホ会社が提供しているサービスを確認しましょう。
・今まで使っていたスマートフォン等の端末を引き続き使えるかどうか確
認しましょう。
・中古端末を購入する場合、「ネットワーク利用制限」対象の端末ではな
いか確認しましょう。
・格安スマホ会社の回線を利用するための手続きと、利用開始日を確認
しましょう。
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保
険
金
を
利
用
し
た
住
宅
修
理
の
勧
誘

の
事
例

　
他
県
の
住
宅
修
理
業
者
か
ら
「
台
風

な
ど
の
自
然
災
害
で
家
が
壊
れ
た
と
こ

ろ
を
直
す
た
め
の
お
金
は
、
火
災
保
険

が
出
し
て
く
れ
る
こ
と
が
多
い
。
う
ち
に

ま
か
せ
て
く
れ
れ
ば
、
保
険
金
の
請
求
か

ら
家
の
修
理
ま
で
全
部
ま
と
め
て
や
る

こ
と
が
で
き
る
。
保
険
金
と
し
て
出
し
て

も
ら
え
た
金
額
の
範
囲
内
で
工
事
す
る

の
で
、
あ
な
た
は
１
円
も
出
さ
な
く
て
大

丈
夫
」
と
の
訪
問
勧
誘
を
受
け
、
１
円
も

出
さ
ず
に
修
理
で
き
る
な
ら
と
思
い
修

理
を
依
頼
し
ま
し
た
。
後
に
な
っ
て
、
遠

方
の
業
者
よ
り
も
近
所
の
業
者
に
依
頼

し
た
方
が
い
い
と
思
い
な
お
し
、
契
約
を

や
め
た
い
と
申
し
出
ま
し
た
。
す
る
と
、

契
約
を
や
め
る
の
で
あ
れ
ば
違
約
金
と

し
て
50
万
円
の
支
払
い
が
必
要
と
言
わ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

【
回
答
】

　
保
険
金
の
利
用
を
謳
っ
て
住
宅
の
修
理
を

勧
誘
す
る
業
者
に
関
す
る
相
談
は
、
近
年
増

加
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

　
訪
問
販
売
（
物
の
販
売
だ
け
で
な
く
、
家

の
修
理
の
よ
う
な
役
務
の
提
供
も
含
み
ま

す
）
の
場
合
に
は
、
購
入
者
や
役
務
の
提
供

を
受
け
る
者
は
、
一
定
期
間
（
八
日
）
の
間

は
無
条
件
に
申
込
み
の
撤
回
や
契
約
の
解
除

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
の
制
度
で
す
。
業
者
は
、
訪

問
勧
誘
を
行
っ
て
契
約
の
申
込
み
を
受
け
、

又
は
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
消
費

者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
消
費
者
は

こ
の
書
面
を
受
領
し
て
か
ら
八
日
が
過
ぎ
る

と
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
で
す
の
で
、
原
則
と
し
て
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
は
契
約
の
申
込
み
を
し
、
又
は
契

約
を
締
結
し
て
か
ら
八
日
以
内
に
行
わ
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
、
消
費
者
に
交

付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
面
が
交
付
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
書
面
の
記
載
事
項
に

不
備
が
あ
っ
た
り
す
る
場
合
は
、
八
日
の
カ

ウ
ン
ト
が
始
ま
り
ま
せ
ん
の
で
、
業
者
か
ら

法
律
で
定
め
ら
れ
た
事
項
を
き
ち
ん
と
記
載

し
た
書
面
の
交
付
を
受
け
な
い
限
り
、
い
つ

ま
で
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
可
否
と
別
の
視
点

で
は
、
消
費
者
契
約
の
解
除
に
伴
う
違
約
金

が
契
約
書
で
定
め
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

業
者
に
発
生
す
る
平
均
的
な
損
害
の
額
を
超

え
る
部
分
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

　
身
に
覚
え
の
な
い
料
金
の
請
求
に
つ

い
て
、
裁
判
に
な
っ
て
い
る
と
の
書
類
が

届
い
た
事
例

　
あ
る
日
突
然
、「
総
合
消
費
料
金
未
納

分
訴
訟
最
終
通
知
書
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
の
書
類
が
届
き
ま
し
た
。
差
出
人
は

「
民
事
裁
判
セ
ン
タ
ー
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
書
類
を
読
む
と
、
私
に
対
し
て
裁
判

が
起
こ
さ
れ
て
お
り
、
連
絡
を
し
な
い
と

原
告
の
言
い
分
が
全
て
認
め
ら
れ
て
し

ま
う
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

【
回
答
】

　
裁
判
に
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
人
に
対

し
、「
あ
な
た
に
対
し
て
裁
判
が
起
こ
さ
れ
て

い
る
」
と
し
て
不
安
を
あ
お
り
、
裁
判
を
取

り
下
げ
る
の
に
費
用
が
必
要
な
ど
と
申
し
向

け
て
、
金
銭
を
支
払
わ
せ
る
手
口
の
詐
欺
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
少
額
訴
訟
や
支

払
督
促
な
ど
の
本
物
の
裁
判
所
の
手
続
を
悪

用
す
る
手
口
の
架
空
請
求
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
ま
ず
は
送
ら
れ
て
き
た
書
類
が
、

本
物
の
裁
判
所
か
ら
送
ら
れ
て
来
た
の
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
書
類

に
書
か
れ
て
い
る
連
絡
先
に
連
絡
し
て
し
ま

う
と
、
悪
質
な
業
者
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う

可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
電
話
帳
や
裁
判

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
、
本
物
の
裁
判
所
の
連
絡
先
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　
本
物
の
裁
判
所
か
ら
の
書
類
だ
と
確
認
で

き
た
場
合
、
こ
れ
を
放
置
し
て
し
ま
う
と
、
不

利
益
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
な
た
の
言
い
分
を
記
載
し
た
書
面
を
裁
判

所
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的

な
対
応
策
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
や
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
本
物
の
裁
判
所
か
ら
の
書
類
で
は
な
か
っ

た
場
合
、
あ
な
た
か
ら
連
絡
を
取
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
不
安
に
感
じ
る
場
合
は
、

や
は
り
弁
護
士
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
相
談
す
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

くらし・なんでも相談

ふくちゃん

お電話で
無料相談

一人で悩んでいないで、まずはご相談ください。

※個人情報は厳守
　いたします。安心して
　ご相談ください。

弁護士 司法
書士

社会保険
労務士

相談したいけどなかなか話せない…。そんな悩みや不安を解決するために、相談アドバイザーや専門家が対応します。

【
事
例
①
】

【
事
例
②
】

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談
シ
リ
ー
ズ

　
　№
69

特
殊
詐
欺
の
被
害
に

　
　
あ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
！

田中 善助

弁護士
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8つ のまちがいさがしのまちがいさがし
ご家族で楽しむ 下に並んだ二枚の絵を見

比べて違っている箇所を
８つ探して下さい。
日頃使わない脳への刺激
になるかと思います。

1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5 1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5

A

B

C

D

（画：ろうきん　西澤　修氏）

今
年
も
、定
時
社
員
総
会
を
無
事
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
度
の
活
動
方
針
・

予
算
を
全
会
一
致
で
承
認
を
頂
き
、２
０
１
７
年

度
の
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。私
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
厳
し
く
、労
福
協
と

し
て
多
く
の
課
題
が
山
積
さ
れ
ま
す
が
、『
福
祉
は

ひ
と
つ
』の
理
念
の
も
と
、働
く
者
の
福
祉
向
上
に

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、今
後
も
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

さ
て
、１
年
間
の
県
労
福
協
の
活
動
を
振
り
返

る
と
き
、ふ
と
頭
の
中
に
夏
目
漱
石
の「
草
枕
」冒

頭
に
あ
る「
智
に
働
け
ば
角
が
立
つ
。情
に
棹
さ
せ

ば
流
さ
れ
る
。
意
地
を
通
せ
ば
窮
屈
だ
。
兎
角
に

人
の
世
は
住
み
に
く
い 

」と
い
う
言
葉
が
過
り
ま

し
た
。人
に
よ
り
、色
々
な
解
釈
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、私
的
に
は「
原
則
や
ル
ー
ル
で
杓
子
定
規
に

動
い
て
い
る
と
、人
と
衝
突
す
る
。逆
に
人
の
気
持

ち
を
思
い
す
ぎ
て
、情
け
だ
け
で
動
い
て
い
る
と
、

公
正
な
判
断
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。か
と

い
っ
て
、自
分
の
意
地
を
通
す
と
、誰
か
ら
も
反
発

を
受
け
、上
手
く
物
事
が
ま
と
ま
ら
な
い
。」何
事

に
も
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

人
は
ど
う
し
て
も
、善
悪
の
基
準
を
自
分
の
主
観

で
左
右
仕
舞
い
が
ち
に
な
り
、不
要
な
軋
轢
を
生

ん
で
し
ま
い
ま
す
。自
分
の
正
義
す
ら
、絶
対
で
は

な
い
と
客
観
視
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
と
も
に
、自
分
の
基
準
も
時
々
社
会
の
基

準
に
あ
っ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、常
に
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
て
い
る
か
注
意

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

福
祉
事
業
の
成
果
は
、人
と

人
と
の
繋
が
り
が
そ
の
大

部
分
を
占
め
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
今
一
度
、
バ
ラ
ン

ス
感
覚
が
崩
れ
て
き
て
い

な
い
か
、チ
ェ
ッ
ク
し
始
め

た
今
日
こ
の
頃
で
す
。（
雅
）

日
々
是
好
日

 

★
そ
の
１

長
野
県
労
福
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

下
の
バ
ナ
ー
か
ら
応
募
く
だ
さ
い
。

★
そ
の
２

F
A
X
番
号

０
２
６（
２
３
２
）６
６
７
２

★
そ
の
３

官
製
は
が
き

（
宛
先
は
表
紙
に
あ
り
ま
す
。）

い
ず
れ
の
方
法
に
よ
る

応
募
の
場
合
も
次
の
項
目
を

必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
ク
イ
ズ
の
答
え
（
８
つ
）

●
労
福
協
の
機
関
紙
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を

　
何
か
一
言
。

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
所
属
団
体
（
単

　
組
名
）
又
は
勤
務
先
。

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
の
方
に
図
書

　
カ
ー
ド
（
一
、〇
〇
〇
円
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
締
切
り
８
月
９
日

プレゼントの応募方法は、
FAXとホームページからも応募できます。

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法

http://www.lsc-nagano.or.jp/

　
　前
回
の
正
解
は

当
選
者
（
 5
名
・
敬
称
略
）

　
今
野
　
　
泉

　
　
　
　
　（
松
本
市
） 

　
宮
井
真
太
朗

　
　
　
　
　（
飯
田
市
） 

　
天
野
　
　
学

　
　
　
　
　（
塩
尻
市
） 

　
田
中
み
の
り

　
　
　
　
　（
長
野
市
） 

　
今
井
あ
ゆ
み

　
　
　
　
　（
茅
野
市
）
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